
若
山 

天
草
市
は
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

下
、空
き
家
が
増
え
て
い
る
。景
観
保
全

上
の
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
部　

 

本
市
は
、景
観
計
画
を
策
定

し
、天
草
の
良
好
な
景
観
保
全
と
島
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。廃
屋
へ
の
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、危
険
な
建
築

物
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
一
本
化
を
図
っ

て
対
応
し
た
い
。今
後
は
、他
市
の
情
報

を
収
集
し
て
条
例
化
を
検
討
す
る
。

若
山 

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
部　

 

空
き
家
の
数
は
増
え
て
い

る
が
、
バ
ン
ク
へ
の
登
録
数
は
不
足
し

て
い
る
。
住
宅
整
備
の
課
題
が
あ
る
。

若
山 

行
政
も
条
例
化
し
て
腰
を
上
げ

る
時
期
だ
。
空
き
家
や
廃
屋
は
増
え
続

け
る
。
有
効
活
用
を
図
る
条
例
と
な
る

よ
う
期
待
す
る
。

【
再
任
用
制
度
に
つ
い
て
】

　
　  

再
任
用
制
度
に
対
す
る
市
の
取

り
組
み
は
。

総
務
部　

 
総
務
省
か
ら
の
通
知
で
、

地
方
公
務
員
法
の
改
正
は
承
知
し
て
い

る
。
新
規
採
用
者
数
の
確
保
と
再
任
用

制
度
を
実
施
す
る
場
合
の
諸
課
題
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

若
山 

県
下
14
市
の
う
ち
天
草
市
だ
け

が
条
例
化
し
て
い
な
い
が
、
市
長
の
見

解
は
。

市
長 

法
の
改
正
を
重
く
受
け
止
め
条

例
化
に
向
け
て
取
り
組
む
つ
も
り
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
定
員
適
正
化
計
画
や

雇
用
の
場
の
創
出
も
考
慮
す
る
。

若
山 

廃
屋
対
策
は
、
家
を
取
り
壊
す

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
そ
の
後

の
空
き
地
の
利
用
を
十
分
考
慮
し
た
上

で
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
所
有
者

に
は
、
天
草
の
景
観
保
全
や
地
域
へ
の

貢
献
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
再
任
用
制
度
は
、
天
草
に
働
く
人
の

手
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
に
法

を
押
し
付
け

る
の
で
は
な

く
、
行
政
が

見
本
と
な
る

よ
う
導
入
さ

れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

蓮
池 

市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る

名
称
と
中
身
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
総
合
政
策
部
は
従
来
の
企
画
部
と

位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

総
務
部　

市
民
と
の
協
働
に
関
す
る
業

務
を
地
域
振
興
部
に
移
管
し
、
こ
れ
ま

で
の
企
画
部
業
務
に
加
え
、
総
合
的
な

政
策
の
立
案
、
組
織
全
体
の
総
合
調
整

事
業
の
推
進
・
評
価
な
ど
、よ
り
強
力
に

推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
も
の
。

蓮
池 

機
構
改
革
の
方
向
性
を
継
続
的

に
論
議
さ
れ
て
い
る
機
関
会
議
は
常
設

さ
れ
て
い
る
か
。
現
実
的
に
は
ど
う
い

う
進
め
方
を
し
て
い
る
の
か
。

 

ま
た
、
職
員
向
け
及
び
市
民
向
け
啓

発
広
報
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部 

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
市

政
を
運
営
す
る
た
め
、
市
長
の
指
示
を

受
け
、
関
係
部
署
と
協
議
・
調
整
を
行

い
、経
営
戦
略
会
議
で
の
決
定
を
受
け
、

今
回
の
組
織
機
構
案
を
策
定
し
た
。

 

職
員
向
け
周
知
は
、
各
部
長
・
支
所

長
か
ら
周
知
し
、
新
体
制
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
に
心
が
け
た
い
。市
民
向
け

の
周
知
は
、市
政
だ
よ
り
天
草
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移
管

す
る
分
野
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）】

蓮
池 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
位
置
づ
け

で
は
よ
り
推
進
す
る
方
向
に
重
心
が
移

動
す
る
の
か
。
予
算
要
求
や
査
定
も
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
も
の
と
期
待
す
る
傾
向

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
教
育

と
そ
れ
に
付
随
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
は
、
相
変
わ
ら
ず
教
育
委
員
会
の

担
当
に
な
る
か
ら
、
す
み
分
け
に
な
る

の
か
、
よ
り
連
携
す
る
方
向
に
な
る
の

か
。
現
状
よ
り
利
点
が
あ
る
の
か
。

総
務
部 

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
地
域
振
興
部

に
移
管
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
地
区
振
興
会
な
ど
の
連
携
が
取

り
や
す
く
な
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
底
辺
拡
大
や
健
康
増
進
と
絡
め

た
地
域
づ
く
り
が
、
よ
り
一
体
的
に
推

進
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
文
化
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
と
と
も
に
進
め
て
い

る
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み

で
、
文
化
的
景
観
指
定
、
世
界
遺
産
の

構
成
資
産
と
し
て
の
位
置
づ
け
ま
で
は

教
育
委
員
会
で
進
め
て
き
て
い
る
が
、

今
後
は
地
域
振
興
や
観
光
な
ど
を
含

め
、
市
長
部
局
に
移
管
し
推
進
す
る
。

奈
良
﨑
　
本
渡
看
護
専
門
学
校
の
天
草

島
内
出
身
者
の
卒
業
生
が
、
就
職
先
と

し
て
、
な
ぜ
天
草
地
域
の
病
院
な
ど
へ

就
職
し
な
い
の
か
。

 

ま
た
、
天
草
市
独
自
の
奨
学
金
制
度

を
創
設
で
き
な
い
も
の
か
。

健
康
福
祉
部　

本
渡
看
護
専
門
学
校

は
、
現
在
、
１
年
生
39
人
、
２
年
生
39

人
、
３
年
生
40
人
の
計
1
1
8
人
が
在

籍
し
て
い
る
。
島
内
出
身
者
は
学
校
全

体
で
69
％
の
81
人
が
在
籍
。

 

平
成
23
年
度
は
卒
業
生
39
人
の
う
ち

天
草
島
内
の
病
院
に
12
人
が
就
職
し
て

い
る
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
島
外

の
病
院
へ
就
職
し
た
い
等
の
個
人
の
希

望
も
あ
り
厳
し
い
面
は
あ
る
が
、
学
生

の
約
７
割
が
天
草
島
内
の
出
身
者
で
も

あ
る
の
で
、
地
元
定
着
に
今
後
も
努
力

し
た
い
。

 

ま
た
、
奨
学
金
制
度
は
「
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
」
が
あ
り
、
在
籍
者

1
1
8
人
の
う
ち
58
％
の
68
人
、
島
内

出
身
者
81
人
の
う
ち
56
％
の
45
人
が
受

給
し
て
い
る
。

 

今
後
も
、
天
草
島
内
の
出
身
者
を
確

保
し
、
地
域
の
保
健
・
医
療
に
貢
献
で

き
る
看
護
師
の
育
成
の
た
め
に
は
、
天

草
独
自
の
奨
学
金
制
度
は
重
要
な
施
策

で
あ
る
と
認
識
し
、
検
討
し
て
い
く
。
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０
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３
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本渡看護専門学校の外観

一
般
質
問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただすも
ので定例会に限って行われます。今回の一般質問は12月11日から同13日までの3日間行
い、計10名の議員が質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
策
対
屋
廃
と
全
保
観
景
①

　

て
い
つ
に
度
制
用
任
再
②

　

池
蓮
　

正
良

て
い
つ
に
革
改
構
機
市
の
ら
か
度
年
３
１
０
２
①

　
　

題
課
の
市
う
伴
に
化
変
の
成
構
口
人
③

幸
利
﨑
良
奈

て
い
つ
に
校
学
門
専
護
看
渡
本
①

　

﨑
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
興
振
光
観
①

　

て
い
つ
に
進
促
住
定
市
草
天
②

　

③

て
い
つ
に
度
制
ク
ン
バ
報
情
地
き
空
び
及
家
き
空
市
草
天

て
い
つ
に
置
設
レ
イ
ト
び
及
園
公
的
目
多
町
貫
魚
④

　

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
援
支
て
育
子
①

　

て
い
つ
に
当
手
居
住
る
す
対
に
家
持
の
員
職
市
②

尾
中
　

二
友

て
い
つ
に
地
緑
崎
矢
大
港
渡
本
①

　

て
い
つ
に
新
更
の
帳
手
育
療
・
い
が
障
②

て
い
つ
に
ン
イ
ラ
ア
エ
草
天
③

て
い
つ
に
修
改
の
レ
イ
ト
の
校
学
中
・
小
④

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
置
設
の
槽
化
浄
併
合
①

　

て
い
つ
に
護
保
報
情
人
個
②

崎
浜
　

昭
義

他
て
け
受
を
求
要
民
住
、
り
よ
会
告
報
会
議
①

本
楠
　

秋
千

況
状
応
対
の
へ
問
質
①

　
策
対
康
健
の
民
市
②

祭
育
体
民
県
草
天
④

嶋
福
　

子
啓

る
わ
か
か
に
程
過
の
定
決
思
意
が
性
女
て
い
お
に
市
本
①

か
け
だ
れ
ど
は
率
比


